
平成２８年 第５回真室川町教育委員会 会議録 
 

平成２８年８月２２日（月）午後４時より、真室川町中央公民館青年の部屋において

平成２８年第５回真室川町教育委員会を開催した。 
 

１．出席委員    委員長   土田 稔 

          委 員   遠田 且子 

          委 員   井上 夏来 

          教育長   新田 隆治 

２．事務局出席者  教育課長  八鍬 重一 

          指導主幹  内和 通 

総務管理・学校教育担当 

          課長補佐  佐藤 洋子 

          生涯学習・スポーツ担当 

          課長補佐  庄司 利彦 

          子育て支援担当 

          課長補佐  奥山 早苗 

  

３．会議案件 

  日 程 第 １ 前回会議録の承認について 

  日 程 第 ２ 教育長事務報告について 

  日 程 第 ３ 報 告 

        (１)平成２８年度真室川町教育委員会事務・事業の点検評価報告書につ

いて 

        (２)その他 

  日 程 第 ４ 議案第２８号 

        平成２８年度教育予算補正案の原案について 

  日 程 第 ５ その他 

日 程 第 ６ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．会議の経過 
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本日の出席委員は４名です。定足数に達しておりますので、ただいまよ

り平成２８年第５回真室川町教育委員会を開催いたします。本日の案件

は、日程第１から日程第６までとなっております。次第に従いまして、進

めてまいりますので、よろしくお願いします。 

はじめに、日程第１｢前回会議録の承認について｣を議題といたします。

皆様から何かございましたでしょうか。 

はい、委員長。字句の訂正を一箇所お願いします。 

５ページ中段に、「大便器は何器あるのか教えてください」との発言が

ありますが、「器」は「基」に訂正をお願いします。以上です。 

他にございませんか。 

それでは、前回会議録について字句を訂正し、承認することに異議はあ

りませんか。 

ありません。 

異議なしということで、前回会議録は承認されました。 

続きまして、日程第２「教育長事務報告について」お願いいたします。 

（総務管理・学校教育担当の事務報告及び予定を一括で説明） 

（子育て支援担当の事務報告及び予定を一括で説明） 

（生涯学習・スポーツ担当の事務報告及び予定を一括で説明） 

ただいまの説明に対して、ご質問等ございますか。 

教育長より何かございますか。 

はい。８月２日から４日に行われた特別支援コーディネーター養成講座

には、学習指導員と学習支援員からも参加していただき、一生懸命に取り

組んでもらいました。 

北部商工会のビアパーティーには、２００人近く参加したようです。婚

活も含めたイベントとなっているようですので、カップルが誕生してくれ

ればいいと思ったところです。 

また、町芸術文化協議会の会長が交代し、副会長をされていた東町の井

上弘さんが会長となりました。フラワーアレンジメントの団体が新しく加

盟しています。以上です。 

教育長からの報告に質問等はございますか。 

無いようですので、日程第２「教育長事務報告」は以上とします。 

続きまして、日程第３「報告(１)平成２８年度真室川町教育委員会事

務・事業の点検評価報告書について」、事務局よりお願いします。 

はい。資料１、別冊になります。 

 事前に資料を配付しておりますが、改めて仕組みについて簡潔にご説明

いたします。 

 資料の１ページです。法律で外部評価を受けることになっており、今年

度は外部評価委員会を２回開催しました。委員については２ページに記載

しております。 

 ２回の会議を踏まえた外部評価委員会の評価は５ページに記載してお

ります。評価 Aは十分な取り組みであり、今後も継続してもらいたい、評

価 Bは改善しながらさらに充実してほしいという評価内容となります。各

事務・事業に対する具体的な評価は、６ページ以降に記載しております。 

 最後のページには、外部評価委員の皆様の意見をそのまま記載しており
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土田委員長 

ます。事業に対する具体的な提言もいただいております。それらの意見を

踏まえて、教育委員会で本報告書の承認をいただいた際は、議会への報告、

さらには町民への公表を行います。 

 いただいたご意見は、来年度の事業へ反映させるという流れになりま

す。この度は、土台となる報告書が提出されたこととなります。 

 各事務・事業に対する具体的な内容については、事前に資料を配付して

おりましたので、割愛させていただきます。以上です。 

 ご意見等ございますか。 

 私より質問があります。 

 評価の対象とした事務・事業は、どのような条件で選定したのですか。 

 従前は、一般会計予算のヒアリングに向けて、細かい事業を３０から４

０程度挙げておりました。昨年度からは、一つ一つの事業ではなく 

事業の目的で大きく分類し、評価していただくこととし、平成２７年度と

平成２８年度で評価する項目を分けております。 

 以前と比較すると評価項目は尐なくなっておりますが、一つの項目に対

する丁寧な議論ができると考えております。 

 現実的には、２回の会議では評価するのが難しく、内部評価を参考にし

た評価になっているのではないかと考えます。 

 他に何かございますか。 

 福祉課で行っているヘルスケアポイントのように、メリットをつけて、

積極的な参加を促すような工夫が必要ではないかと思います。 

 今回子育て支援担当の事業は評価項目に入っていないのですか。 

 今回は入れておりません。 

 遠田委員は何かございますか。 

 体力・運動能力の向上推進事業の評価で、「日頃から生活を見直しなが

ら」という記載がありますが、一緒に子どもと動いてくれる先生がいると

様子が変わってくると思うので、学校ではどのように考えているのかなと

思いました。 

 続いて、生活リズムの改善について、一斉に改善していくという視点が

中心となっているようですが、具体的な実践は担任の先生や養護教諭の先

生が連携することで効果が得られることもあるので、個別に行うという視

点もあるといいかと思います。 

 栄寿大学については、参加人数の減尐はやむを得ないことかと思いま

す。周辺の方の意見を聞くと、６０代から７０代のニーズが変わってきて

いると感じます。栄寿大学に参加していない方の埋もれたニーズを把握す

る方法があればよいと思います。 

 生涯学習センター事業は、本当によく取り組んでいると思います。外部

評価委員の方の意見どおりであると思います。 

 最後に、番楽フェスティバルについて、町外の方への働きかけも必要で

すが、町内の方への働きかけもさらに必要であると感じています。さまざ

まなイベントを活用して、普段番楽に関わりのない町民の方の目に触れる

機会を創ること、「かっこいい」「素敵だな」という見本が近くにあるこ

とを実感することで、町民の方の参加が増えるのではないかと思いまし

た。以上です。 

 その他に意見等はありませんか。 
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 それでは、外部評価委員の報告書どおり承認してよろしいですか。 

 異議なし。 

 異議なしということですので、報告書案は承認されました。 

 続いて、日程第３「（２）その他」について事務局よりお願いします。 

 (学校より報告のあった１学期の小学校・中学校のいじめ認知件数につ

いて報告) 

 何かご質問はありますか。 

 報告のなかで「捉え方が敏感である」という記載がありますが、子ども

本人の被害者意識が強いということですか。 

 本人からこれまで何度か相談があったため、感じ方が敏感な一面もある

のではないかという認識もあると思います。 

 判断基準が難しいと思います。 

 いじめは子ども本人がいじめと感じるかどうかが判断基準ですよね。 

担任の先生の捉え方で、対応が変わってくるのでは困ると思います。 

 報告した事案では、学校でも解決のため対応しましたが、子どもからの

訴えがあったものなので、解決とはせず、今後も継続して対応していくと

いう考えです。 

 報告書内の指導内容について、チェック項目があるのですか。 

 指導内容については、学校独自の記載です。 

 今後も注意して見ていく必要がありますね。 

 他にありませんか。 

 それでは、報告は以上とします。 

 続いて、日程第４議案第２８号「平成２８年度教育予算補正案の原案に

ついて」、事務局よりお願いします。 

 (総務管理・学校教育担当の補正予算案原案について説明) 

 (生涯学習・生涯スポーツ担当の補正予算案原案について説明) 

 ただいまの説明に対し、質問はありますか。 

 私からいくつか質問があります。 

 総合運動公園井戸ポンプとは、親水公園に流すものですか。 

 駐車場脇にあるポンプと貯水槽です。多目的広場の散水用と公園内公衆

トイレのために使っているものです。 

 これまで交換したことはないということですか。 

 今回は経年劣化もありますが、落雷により修繕が必要となりました。 

 落雷被害であれば、保険は適用されないのですか。 

現在、町で加入している保険では適用外です。 

分かりました。 

 遊具は、これから補正予算がついて修繕することを考えると、来年度の

予算でもよいのではないですか。 

 今年３月に建設課で公園、梅里苑、総合運動公園の遊具の安全性・耐久

性調査を行いました。その際に、総合運動公園の遊具で今の安全基準を満

たしていない箇所が数箇所ありました。木製遊具の腐敗が進んでいる箇所

があり、改修等を行わないと危険であるという指摘があり、現在は使用停

止としております。 

 公園の遊具は、現在使用が尐ないため撤去する見込みのようです。 

 総合運動公園の遊具は、使用頻度が高いため、危険箇所を改修すること
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で対応したいという意向です。来年度４月より安全な状態で使用できるよ

う、利用者が尐なくなる１１月又は積雪の落ち着く３月でも修繕は可能で

あるという計画です。来年度当初予算とすると、使用停止期間を延長せざ

るをえないため、９月補正とし、来年度当初からの使用開始に間に合わせ

たいと考えています。 

 新しい遊具も購入するのですか。 

 既存の遊具の指摘箇所を修繕します。修繕で対応できない遊具は交換し

ます。 

 梅里苑の遊具はそのまま使用できるのですか。 

 梅里苑の遊具は、２年前に現在の基準で改修しております。 

 給食の補助金について、地産地消を促進する積極的な意図で献立を作成

し、補助金を活用しているのですか。 

 町で選択できる食材として豚肉を選択し、補助金を積極的に活用してい

ます。 

 山形県の補助金であるため、県産の食材を使用すると、補助金対象とな

ります。 

 今後、町として地産地消をどのように促進するかを決めて、献立作成等

取り組んでいく必要があると思います。 

 他にご意見等ありませんか。 

 無ければ、議案第２８号「平成２８年度教育予算補正案の原案について」

原案のとおり承認することに異議はありませんか。 

 (異議なし) 

 異議なしということですので、議案第２８号は原案のとおり承認されま

した。 

 続きまして、日程第５「その他」について事務局から何かありますか。 

 事務局からはありません。 

 １０月１２日の最上地区市町村教育委員会協議会研修会について、事務

局から何か連絡はありましたか。 

 現時点では連絡ありません。 

 一ヶ月前には案内文書を発送しなければならないと思います。 

 研修会の詳細について、早々に協議が必要かと思いますので、調整をお

願いします。 

 その他に委員の皆様からありますか。 

 無いようですので、日程第６、以上をもちまして平成２８年第５回真室

川町教育委員会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

 

 


